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フレキシブル有機熱電デバイス

エナジーハーベスティング

～排熱から電気をつくる～
面積コストの低い，利便性の高い，
大面積フレキシブル熱電デバイスが必要

電源不要の無線センサネットワーク

有機ＥＬ 有機太陽電池 有機ＦＥＴ

フレキシブル有機薄膜デバイス：優れた機能材料開発が牽引
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ZT = 0.25 （室温）
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EG or DMSO 処理
(PEDOT:PSS)

（ドーパントの添加が不可欠）
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ポリチオフェン系高分子：PEDOTカーボンナノチューブ

ZT = 0.12 （室温）

SWNT / PANI
複合材料

SWNT DWNT

PF = 300  mW/K2 m

L. J. A. Koster, et al., Adv. Mater. 2017, 29, 1701641.

PF = 17 μW/K2m
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PF = 17 μW/K2m ZT = 0.02

Spin-coating

n-DMBI

塗布法による n 型有機熱電膜の例

代表的な有機系の p 型熱電材料の例



空気に安定な高性能 n 型熱電材料
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簡単な化学合成 新溶液プロセス

σ =

0.04 S/cm

σ >

50 S/cm

柔軟＆大気安定
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